
仙台三高における土壌の状態と改善方法の提言
普７班　

問づくりの経緯

土壌汚染は人々からの関心が低い。
➡高校生にもできることがあるのではないか

先行研究

❏ 土壌汚染は一度なると戻りにくい。
❏ 工場跡地は土壌汚染が酷い傾向にある。
❏ 土壌汚染により土壌生物の成長スピードが

遅くなる。

研究内容・目的

虫の種類で点数化　

◉土壌指標生物に関する資料

仮説 人の手が及びやすい場所であればあるほ
ど汚染は進んでいる。

目的 三高の土壌調査、改善に向けた提言

研究内容
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結果から考察

研究結果

参考文献

人のいない森が突出していた。→人通りと土壌環境に
は関係があることがわかった。
→圧力により土壌中の空気が減少したことにより環境
が悪化したのではないか

仙台三高の土を採取し、土壌の状態を調べる

方法

流体継手・ツルグレン装置開発のアイ・フィールド有限会社　 https://www.i-field.jp/tullgren/　
土壌汚染、日本と世界の現状とは？  -陸の生物多様性  › 土壌汚染　https://gooddo.jp/magazine/land_biodiversity/soil-pollution/10959/
土壌汚染に対する生物指標　 https://drive.google.com/file/d/14bg2MR-KYHD3spFuddbkwgtknEmM_8o9/view?usp=drive_web&authuser=0

①地表から10〜15cmの土を採
取し、装置にセットする。

②白熱電球の熱と光で中の土
壌生物を下のシャーレに落と
す。

③顕微鏡を用いて種類と数を
計測する。

改善に向けた提言

実験の写真

❏ トビムシ‥.1点

❏ ダニ‥.1点

❏ カニムシ...3点

❏ シロアリ...3点

❏ ヤスデ...5点

❏ アミヅカムシ ...5

点

土採取 ツルグレン装置 実験の様子

カニムシ

より自然の溢れた場所にするためには
→人の行動範囲と自然保護のバランスを考え、自然
を整備していく必要
例…北海道の知床での遊歩道の整備
→土壌への圧力を軽減

トビムシとダニ 土ダニの仲間

遊歩道の整備など人と自然の共生がで
きる仕組みづくりを進める
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